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市民が希望する保育園に入所できるように

　今年度の保育所入所に関して、角谷敏男
議員に市民から「第１希望の地元の保育園
に入れなかったが、どうしてなのか」、「出
産・育児の休暇が終わっても入所できな
い」など悲痛な声が寄せられました。
　角谷議員が、保育を担う保育士の確保と
施設の充実について、市当局とおこなった
議論の要旨を紹介します。

問 希望する保育園に入所できない実態と理由は？

答 　今年４月では約７割が第１希望に入所している。保育士の確保が
難しい。特に希望の多い０歳児から２歳児
については希望に沿うのは難しい。

問 定員が満たされていない公立保育園がある。なぜ、定員が満たされ
ていないのに、入れないのか。

答 　保育園は、国の基準と県の条例で配置する保育士と面積の基準が
ある。公立保育園の場合、基準の確保が出
来ないために、３歳未満児の入所が難しい。

問 保育士の専門職としての待遇改善が不可欠である。深刻な保育士不
足であり、正規職員として採用を増やすべ
きであると考えるがどうか。

答 　正規保育士は、保育園の民営化推進、統廃合、国の動向を考慮し
て検討する。

民間依存の対応でなく、 
　　　公的責任の保育を

問 昨年、１年間で保育所の申し込みをしたが、希望する園に入れなかっ
た子どもが３歳未満児で240人もいる。公

的保育の実施
責任は国、県
にもあるが、
保育サービス
を小規模保育などの民間依存的対応では不
十分だ。任期付短時間勤務保育士は退職金
もない労働条件で応募者も不足している。
働くことに希望が見えるように、採用・雇
用条件も見直すべきであるがどうか。

答 　希望がもてるようなものにというご意見は、私も必要と思う。多
様な保育ニーズにしっかりと対応できるよ
うな体制作りに努めたい。

　この答弁に対し、角谷議員は「多様なニ
ーズに応えるのではあれば、子どもは入所
させなければいけない。公的責任として法
的にも義務づけられている」と強く指摘し
ました。

市は正規の保育士増員と 
　　　　　　　施設整備を！
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引き上げ率の抑制を！
　水道事業審議会では、平成30年度から34
年度までの５年間の水道料金の改定につい
て審議が重ねられてきました。そして、水
道料金の中の基本料金の割合を、現在の約
25％から約40％程度へ増やすこと、料金を
平均18.4％引き上げることが承認されてい
ます。
　これにより、一般家庭でよく使われてい
る口径13mmで１ヶ月の使用水量が20㎥の
場合、現行の2,073円から2,592円へと25％
も引き上がる試算です。

市民の負担増は抑えて
　伊藤いく子議員は、水道料金は２カ月ご
とに支払うこともあり、市民にとっては相

当な負担増となると指摘。水道事業管理者
は、「水道事業は、水道料金で支えており、
独立採算である。人口の減少や節水器具の
普及などにより、非常に厳しい状況である
が、水道水を届けるためには施設の更新、
管路の整備、耐震化など計画的に取り組む
必要がある。安定的に安全な水道水を供給
していくための財源を確保するには、一定
程度の料金改定は避けては通れない。一般
家庭などの小口利用者に配慮した料金設定
としている」と答えました。
　伊藤議員は、水道料金の引き上げ率を抑
えるために、電気代に係る再生可能エネル
ギー賦課金の減免制度の活用、設備投資へ
の市からの出資金、地下水利用に対する協

力金の徴収な
どを提案しま
したが、いず
れも条件に合
わず、管理者
は「できるだ
け値上げの幅
が圧縮できるような努力はこれからも精一
杯やっていきたい」という答弁にとどまり
ました。

　審議会の答申が出されるのは、７月19日
頃の予定です。市長は、条例の改正案を９
月議会に提出し、議会で審議します。市民
への説明はそれ以降となります。
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みなさんのご感想・ご意見をお寄せください。（このチラシは政務活動費で作成しています）

　５月26日、市議団は鳥取市長に対し、市政要望について申し入れを行いました。

要望内容は、大雪対策や介護・福祉、保育など18項目です。回答要旨を含め、い

くつかご紹介します。

　尚、全項目については市議団

ホームページに掲載しています。

ぜひ、ご覧下さい。

○今年の１月、２月の大雪による
教訓を生かし、積雪予測や除
雪、雪害対策本部の設置基準な
どの見直しを行い、地域防災計
画に反映させること。⇒県の地
域防災計画に大雪対策を盛り込む見直しが行われる。その内容を踏まえ、本市の
計画に反映させたい。

○自治会への補助制度であるコミュニティ雪害対策臨時支援事業は、市民有志（町
内会のない地域）や町内会の未加入（賃貸住宅の居住者など）も補助対象とする
こと。⇒コミュニティ雪害対策臨時支援事業は、行政では行き届かない生活道路
の除雪について、町内会が自主的に取り組む活動を支援したもの。総合的な雪害
対策の検討を踏まえつつ、今後制度のあり方を検討していきたい。

○精神障がい者の採用は、障害者差別解消法の趣旨と先進自治体の取り組みを踏ま
え、30年度より行うこと。⇒障害者差別解消法と障害者雇用促進法の趣旨及び
他の自治体の取り組みを踏まえ、今年度から障がい者を対象とした職員採用試験
に、精神障がい者も受験できるように加える。

○保育所入所のための基準指数の中に、多子世帯や障がいのある子どもを考慮する
指数を設定すること。⇒「多子世帯」や「障がいのある子ども」については、ま
ずは他市の状況等を確認し、調整指数での考慮など研究してみたい。

市議団が市政要望を提出
市民の願い、
　実現しました！
　市議団が、以前に議会質問や要望書
で取り上げたものです。
　６月議会の補正予算および条例が可
決され、実現しました。

○市の公共施設使用料等の軽減措置
が、難病患者も対象に。（６月27日
から）

○国が要保護児童生徒への入学準備金
の増額を実施。

　それに伴い、本市の就学援助（準要
保護）の入学準備金が増額に。

　小学１年生　20,470円→40,600円
　中学１年生　23,550円→47,400円
　※増額分は、10月支給となります。

○来年度入学者から、就学援助の入学
準備金が３月支給に前倒しへ。

市民の声と実態を反映させる
　　　　介護保険事業計画を！

　今年は、第６期介護保険事業計画の最終
年度であり、第７期の計画を策定していく

年です。第６期の特別養護老人ホームの整
備目標はゼロでした。現在の特養ホーム待
機者は、自宅待機者115人（緊急度の高い
介護度４～５の人56人）、平成25年度の自
宅待機者232人に比べると減少しています。
　岩永やすこ議員は、入所対象者を要介護
３以上に制限したことが影響していると指
摘し、低所得者の方が入りやすい特別養護
老人ホームの建設を求めました。
　また、住民が取り組んでいる「いきいき
サロンに、もっと保健師さんやリハビリの
先生が来てほしい、専門的な指導がほし
い」という要望に対して、市長は「新たな

レクレーショ
ンの紹介や介
護や保健とい
った専門職員
による学習会
を提案している」と答え、派遣については
言及しませんでした。
　岩永議員は、第７期計画に反映させるべ
きは、「介護保険料が高くて大変」という
市民の声や実態であり、この間実施された
「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」な
どの公表を求めました。
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